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１
９
８
６
年
ソ
連

（
現
ウ
ク
ラ
イ

ナ
）
の
キ

エ
フ
市
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

で
起
こ

っ
た
原
発
事
故
は
放
射
性
物

質
を
欧
州
上
空
に
ま
で
ま
き
散
ら
し

た
。
後
々
ま
で
放
射
線
障
害
を
続
出

さ
せ
た
最
悪
の
事
故
で
あ

っ
た
。
そ

の
地
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
卵
を
抱
い
て

い
る
と
い
う
。
　

　

・

作
者
の
旅
吟
で
あ
ろ
う
か
。
祈
る
　
一

よ
う
な
思
い
で

一
句
い
詠
ま
れ
て
い

る
。
「
フ
ク
シ
マ
」
を
身
近
に
す
る

日
本
人
に
と

っ
て
福
島
に
も
そ
ん
な

日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
い

ら
れ
な
い
“
　
　
　
　
（富
坂
静
生
）
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山形・」A
真室川 町

稲
Ｓ
Ｇ
Ｓ
利
用
進
む

カ
ン
ト
リ
ー
施
設
で
加
工

山
形
県
の
Ｊ
Ａ
真
室
川
町
は
、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ

ベ
ー
タ
ー

（
Ｃ
Ｅ
）
の
付
属
施
設

・
も
み
殻
粉
砕
機

（
プ
レ
ス
パ
ン
ダ
ー
）
を
使

っ
て
稲
子
実
発
酵
飼
料

（稲
ソ
フ
ト
グ
レ
イ
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
＝
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
を

つ
く
り
、
輸
入
の
配
合
飼
料
よ
り
安
く
畜
産
農
家
に

販
売
し
て
い
る
。
既
存
の
施
設
を
利
用
し
輸
送

・
保

管
経
費
も
掛
け
な
い
こ
と
で
コ
ス
ト
を
削
減
。
原
料

の
も
み
米
が
地
元
産
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
畜
産
農

家
の
利
用
が
増
え
、
稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
を
与
え
る
牛
の
頭
数

は
真
室
川
町
内
の
８
割
を
超
え
る
。
　

（
玉
井
理
美
）

同
Ｊ
Ａ
の
稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
は
、

Ｃ
Ｅ
の
付
属
施
設

ｏ
も
み
殻

粉
砕
機
を
使
い
、
も
み
米
に

水
を
加
え
加
熱
し
膨
ら
ま
せ

て
粉
砕
、
フ
レ

コ
ン
バ

ツ
グ

に
入
れ
て
乳
酸
菌
を
加
え
２

カ
月
間
、
発
酵
さ
せ
て
つ
く

る
。
出
来
秋
の
う
ち
に
稲
Ｓ

Ｃ
Ｓ
用
に
荷
受
け
し
た
も
み

米
を
全
て
加
工
し
、
１
年
分

を
畜
産
農
家
に
引
き
渡
す
。

同
粉
砕
機
の
利
用
は
２
０
０

８
年
度
に
始
め
た
。

稲
Ｓ
Ｇ
Ｓ
は
、
和
牛
繁
殖

雌
牛
と
乳
牛
の
濃
厚
飼
料
に

な
る
。
畜
産
農
家
に
は
１
♂

２３
円
で
販
売
。
価
格
は
、
稲

作
農
家
に
支
払
う
も
み
米
代

と
加
工
経
費
を
基
に
設
定
し

た
。
可
消
化
養
分
総
量

（
Ｔ

Ｄ
Ｎ
）
は
５３
の
で
ヽ
Ｔ
Ｄ
Ｎ

ｌ
計
当
た
り
換
算
で
は
４３
円

に
な
る
。
同
Ｊ
Ａ
の
試
算
で

は
、
配
合
飼
料
ｌ
計
６０
円
、

Ｔ
Ｄ
Ｎ
７０
晰
で
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
ｌ

♂
当
た
り
の
価
格
は
８６
円
に

な
る
た
め
、
稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
の
価

格
は
配
合
飼
料
の
半
分
に
な

る
と
い
う
。

安
さ
の
理
由
は
加
工
、
輸

送
、
保
管
の
各
段
階
で
の
経

費
の
削
減
だ
。
稲
Ｓ
Ｏ
Ｓ
用

の
も
み
米
は
乾
燥

・
調
製
は

不
要
。
ま
た
Ｊ
Ａ
の
Ｃ
Ｅ
の

付
属
施
設
で
加
工
す
る
た
め

飼
料
工
場
な
ど

へ
の
輸
送
費

も
掛
か
ら
な
い
。
畜
産
農
家

に
は
１
年
分
を
渡
す
た
め
保

管
倉
庫
も
い
ら
な
い
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
加
工
経
費
は

１
計
‐５
円
で
済
む
。

原
料
の
も
み
米
の
買
い
入

れ
価
格
は
、
水
田
活
用
の
所

得
補
償
交
付
金
１０
灯
８
万
円

が
政
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
設
定
し
て
い
る

が
、
農

薬

の
削

減

や

直

播

（ち

ょ
く
は
）
栽
培
な
ど
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
「は
え
ぬ
き
」
な

ど
主

食

用

品

種

に
加

え
、

「べ
こ
こ
の
、み

」
と
い

っ
た
飼

料
用
の
多
収
品
種
も
使
う
。

同
町
で
和
牛
繁
殖
雌
牛
１

１
１
頭
を
飼
養
す
る
高
橋
直

樹
さ
ん
（４０
）
は
母
牛
に
与
え

る
配
合
飼
料
の
ほ
ぼ
全
量
を

稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
で
代
替
す
る
。
高

橋
さ
ん
は
、
こ
こ
数
年
で
母

牛
の
頭
数
を
３
倍
に
増
や
し

た
が

「頭
数
を
増
や
し
て
も

飼
料
代
は
か
な
り
抑
え
ら
れ

て
い
る
」
と
、
輸
入
飼
‐料

が

高
騰
す
る
中
で
コ
ス
小
削
減

の
効
果
を
実
感
す
る
。
牛
も

好
ん
で
食
べ
る
と
い
う
一

稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
用
の
水
稲
の
作

付
面
積
は
２
０
１
１
年
産
が

７５
診
で
ヽ
５
９
１

ント
の
飼
料

を
製
造

◆
供
給
し
た
。
給
与

頭
数
も
年
々
増
加
。
同
年
度

は
約
６
０
０
頭
で
、
供
給
を

始
め
た
０８
年
度
よ
り
７
割
増

え
た
０

‐２
年
産
で
は
作
付
面

積
が
１５
診
増
え
９０
診
に
な
る

見
込
み
だ
。
原
料
が
地
場
産

で
信
頼
が
高
い
こ
と
も
畜
産

農
家
に
好
評
な
理
由
だ
。
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
課
の
丹
康
之
畜

産
指
導
係
長
は

「顔
見
知
り

の
農
家

が
作

っ
た

米

な

の

で
、
品
質
が
保
証
さ
れ
て
い

る
。
畜
産
農
家
が
安
心
し
て

使
え
る
」
と
話
す
。

稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
は
Ｃ
Ｅ
の
付
属

施
設
を
使

っ
て
製
造
で
き
る

た
め
、
山
形
、
宮
城
、
秋
田

県
な
ど
の
Ｊ
Ａ
で
も
、
Ｊ
Ａ

真
室
川
町
を
モ
デ
ル
に
し
て

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
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稲
Ｓ
Ｃ
Ｓ
を
和
牛
繁
殖
雌
牛
に
給
与
す
る
町
営
の
秋
山
牧

場
。
牛
は
好
ん
で
食
べ
る
と
い
う

（山
形
県
真
室
川
町
で
）


